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　私は、学際的に履修するタイプで、特に、卓球・ジャ
ズダンス・ボート・スキー・スケートや山中湖畔での地
球科学の集中授業は、非常に刺激的で印象に残っていま
す。また、コンピュータに興味を持っていたため、LAN
の管理・作業部会に入り、多様な価値観をもつ愉快な仲
間に恵まれ、楽しみながら技術を習得しました。
　数学でも多くの素晴らしい先生方に出会い、ふとした
瞬間に日常生活の事象と数式が結びついたり、夢の中で
問題が解けたりといった体験をするようになりました。
計算機代数で大学院に進学し、中学・高校の専修免許状
（数学）を取得し、因数分解のアルゴリズムを開発して
博士（理学）を取得しました。暗号・情報セキュリティ
分野で産学官連携研究員として１年間勤務した後、他大
学の教員として教育・研究活動を行っています。
　仕事でのオリジナリティや、思いがけず手にする幸運
は、筑波大学で培った専門性と柔軟性によるものだと
思っています。
　「教師になりたい」という夢を持ち、数学だけでなく、
将来に繋がる幅広い教養を学べる大学を選び、筑波大学
への進学を決めました。
　教師の夢が叶った今、私の糧となっているのは、青嶋
研究室で過ごした日々です。興味のあった「統計学」を
専攻しました。「今しかできないことがある。それを精
一杯やりなさい」と、青嶋先生はいつも仰って下さいま
した。「失敗してもいい、その経験から成長することが
できる」と。教師になった今も、青嶋先生のこの言葉を
胸に毎日を過ごしています。統計学について学ぶだけで
なく、ゼミでの発表を通してプレゼン能力を養うことも
できました。この経験が教師になった今も活かされて
います。ゼミの仲間と数学について語り合ったことは
良い思い出です。同じ目標を持った仲間が研究室に多
く、切磋琢磨しあえたことが何より励みになりました。
　学業を通して出会う友人はもちろんのこと、テニス
サークルに所属して、学類を越えた多くの友人にも出
会うことができました。筑波大学は人と人との繋がり
が強く、そんな出会いが私を成長させてくれました。
この大学４年間があったからこそ、現在も充実した日々
を過ごすことができていると思います。
　数学専攻を希望し自然学類に入学した私ですが、教員
関連科目を含め他学群の講義も履修しやすい環境にあっ
たことから、数学以外にも興味をもった科目は履修しま
した。幅広い知識を知り世界観を広げることで、“ 数学 ”
が自分に適していると自覚し、自分が選択する道に自信
を持つことができました。
　また、多くの学生が大学近辺に住んでいることもあり、
昼夜を問わず自分が納得できるまで友人と議論できる環
境がうれしかったです。私は数理統計学を専攻しました
が、数学以外の分野の友人とも多く議論し、研究テーマ
や将来について熱く語り合いました。自分とは違う視点
での考えに耳を傾け議論することで、私の中での数理統
計が徐々に確率し、自分のやりたいことが明確になって
いったのです。
　私はいま、製薬企業で数理統計の知識をフルに活かし
た仕事をしていますが、大学時代に自分が信じて歩んだ
道（数理統計）であることが強い支えとなり、充実した日々
を過ごしています。
　大学で 4 年間、大学院で 5 年間。私が筑波大学で過
ごした日々は非常に充実したものでした。入学当時は明
確な目標もなく、ただ“ 筑波大学への憧れ ”と“ 数学が
好きだから ”という、今思うと非常に安易な理由から志
望校を決定したため、ただ漠然と大学生活を送っていた
ように思います。
　そんな自分にとって幸運だったのは、筑波大学が、非
常に多くの地域から学生が集まる総合大学であったこ
と、そして数学系の先生方をはじめ、多くの先生方と非
常に近い距離で接することができたことでした。
　ほとんどの新入生は学生宿舎に入居するため、昼夜を
問わず、学部を超えた多くの先輩、友人たちと語り合い、
様々なことに対して関心が高まっていきました。
　大学では講義を通し、またそれ以外においても、先生
方と接する機会を持つことができ、多くの人の考えにふ
れることができ、より広い視野を持ち、自分を見つめ直
すことができるようになったと思います。
　そして自分のしたいこと、“ 教職に就き、数学の面白さ
を伝えていきたい ”という目標を持つことができました。
　まだ明確な目標を持てていない人にとっては自分の夢
を見つけることができる、また明確な目標を持っている
人には、さらに深めていける場所。それが筑波大学であり、
数学類だと思います。
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